
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                                                                                                                             

【研修内容】 

スラローム、ブレーキング、スキッド走行などで基本的な運転技術を再確認するととも

に、危険回避研修で、具体的な危険回避方法とその限界を体験します。さらにサイレン・

赤色灯を用い実際の緊急走行の場面を想定した研修も行います。 

【研修科目】 

・理論研修～「交通危険学」「車両の特性」 

「運転適性検査法」       運転適性検査法                  

 

・実技研修～ 

【基本走行訓練】 

「日常点検」「基本走行」「スキッド走行」「ブレーキング」「スラローム走行」 

「高速周回路走行」「危険予測と回避」 

  【応用走行】「障害物回避と危険回避の限界」「夜間研修」 

【実務訓練】「緊急走行」「安全補助要領」  

   

 

 

 

 

 

 

 

スキッド走行         スローム走行        危険予測と回避 

 
 

早急な現場活動を行う緊急自動車の運転者として、

緊急走行に必要な知識と技能を再確認しましょう。 

【対象者】 

電気・通信・ガス・水道等のライフライン関係、 

医療関係、道路管理などの緊急自動車運転者です。 

【研修概要】 

車両運転の技術の基礎を徹底するとともに、車両の

安全の限界を体験します。 
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近年ゲリラ豪雨の被害が多く発生しています。 

高速道路走行時に、豪雨に見舞われた場合、その走行ス

ピードには注意が必要です。 

高速周回路走行研修時〔２時限〕に行っているハイドロプレ

ーニング研修について紹介します。 

 

【使用するコースの紹介】 

多目的エリアは、高速周回路直線部の東側にある幅５０ｍ、長さ３００ｍのエリアです。 

エリア内の１５０ｍ区間に、約１～３mmの水膜を張った状態を作り、ハイドロプレーニン

グ現象を体験できる施設です。 

 
 
                        

多目的エリア                                  
        
                       
                                                   
 
 
 
 

【この研修を行う課程】 

 「一般緊急自動車運転技能者」「安全運転実技指導員」「新任・現任

運転習熟指導員課程（普通車）」「新任教習指導員（普通車）」  

「届出教習所指導員（普通車）」などです。 

 

【研修内容】 

 時速１００～１１０km/hの速度で、水の中に進入し、タイヤが空転すると共にハンドル操

作が効かなくなり、車のコントロールが出来ない状態を体験します。 
 

【学習ポイント】 

○ ハイドロプレーニング現象 

雨天時に高速で走行すると、タイヤの溝による排水が限界を超え、タイヤが路面から浮

き上がって水の上を滑る状態になり、操舵性・制動力・駆動力を失うため、車両をコント

ロール出来なくなる現象です。 

○ ハイドロプレーニング現象を起こさないための注意点 

降雨状況や路面状態に合わせ、早めに速度を落とすこと。 

タイヤの維持管理〔空気圧や摩耗状況のチェック〕も重要です。 

○ ハイドロプレーニング現象になった場合 

ハンドルを操作せずアクセルを戻し、タイヤと路面のグリップが回復するのを待ちます。 

慌ててハンドルを操作したり、ブレーキを掛けてしまうと、グリップ力が回復した時に 

スピンするなど危険な状況になる可能性があります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ハイドロプレーニング現象下の車両    駆動力を失っており、速度表示は上がるが加速しません 
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【研修予約空き情報の検索方法】 

１ 検索方法 

・自動車安全運転センターのホームページスタート画面 

・安全運転中央研修所のホームページスタート画面 

のどちらのホームページからも「予約空き情報」をクリックして、検索できます。 

２「研修予約空き情報」の画面 

  予約空き情報には、研修可能な、課程名・期間・人員などが表示されています。 

 

自動車安全運転センターのホームページ 安全運転中央研修所のホームページ  研修予約空き情報画面 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       予約空き情報        予約空き情報              

 
 
 
 
 
 

【安全運転中央研修所において開催予定の競技大会】 

○ 第１８回ＳＤＡセーフティーコンテストは、９月１２日（土） 

      （ＳＤＡ：全日本デリバリー業安全運転協議会） 

○ 第４６回全国白バイ安全運転競技大会は、１０月１０日（土）、１１日（日） 

○ 第４７回全国トラックドライバーコンテストは、１０月２４日（土）、２５日（日） 

にそれぞれ、開催されます。 

 
 

【安全運転中央研修所の研修紹介映像】 

 今春から映像内容を一新しています。 

 映像は、自動車安全運転センターのホームページのスタート

画面にありますので、ぜひご覧ください。 
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平成２５年度に実技教官として採用され、３年

目になりました。 
各研修を終えるたび、発見する事がたくさんあ

るので、毎回新鮮な気持ちで研修に臨むことがで
きています。 
研修生も自分の運転の中で、常に新しい発見が

できるように、この研修所の研修が、発見するた
めの手助けになればと思います。 
そのために、教官としてできることを一つ一つ

頑張っていこうと思います。 

安全運転中央研修所 
〒３１２－０００５ 茨城県ひたちなか市新光町６０５－１６ 
Ｔｅｌ．０２９－２６５－９５６０（研修部） Ｆａｘ．０２９－２６５－９５５２ 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

                                                                                                                                                                                             

 
 
 
 
出向して、早２年の月日が過ぎました。出向元

では、経験のできない全国の皆さんに「安全とは
何かを」体験していただくために、実技教官とし
て勤務させていただき、大変貴重な時間を過ごし
ています。 
研修を通じて、人に伝えることの難しさを痛感

して日々奮闘しているところですが、残りの出向
時間を大切にして、研修生にとってわかりやす
く、そしていつまでも心に残る研修を目指してい
きたいと思います。 
 

 

 

 

 

中央研修所の教官として３年目を迎えました。 

 研修所の充実した施設を生かし、研修生に分か

りやすく、楽しみながら、最終的には自己の運転

の危険な点に気づいてもらえるような研修を心が

けています。 
 今後も、自らレベルアップに努め、研修生の心
に響く研修を目指したいと思います。 

 
 
 
 
 
出向して３年目となりました。 
研修生に研修内容をわかりやすく、そして飽き

ない研修をしようと心掛けていますが、人に伝え
る難しさを日々感じております。 
研修生が毎日、気軽に乗る車。その車の運転を

見つめ直して頂き、危険に対する「意識を変える
スイッチ」を切り替えてもらう事を目標に、今後
も、自己を高め、研修に取り組んでいきます。 
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教官コーナー 

清水 誠 実技教官 
      （警視庁から出向） 

安全運転をつくろう。

自動車安全運転センター
 

安全運転をつくろう。

自動車安全運転センター
 

田中 繁篤 実技教官 
（神奈川県警から出向） 

松尾 克嘉 実技教官 
（茨城県警から出向） 

中沢 賢一 実技教官 
（宮城県警から出向） 


